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特
集
特
集

保険料の
納付限額が引き
下げられました

35歳未満で、認定農業者に該当しないなど、
一定の要件を満たす方は、下限額を2万円から1
万円に引き下げて（上限6万7千円）通常加入で
きるようになりました。
ただし、加入されてから35歳を迎えた場合や

認定農業者になるなど対象チェックリストの①
～⑤に該当しなくなった場合は、保険料を2万円
以上に変更いただくか、政策支援加入の手続き
が必要となります。

35歳未満の方の保険料（通常加入）
（千円単位で選択できます）

改正後の保険料

従来の保険料

1万円 ２万円 ６万７千円

対象チェックリスト施行
□　①認定農業者かつ青色申告者ではない
□　②認定就農者かつ青色申告者ではない
□　③①又は②の者と家族経営協定を締結し経営
　　に参画している配偶者又は直系卑属ではない
□　④認定農業者又は青色申告者ではない
□　⑤①又は②以外の農業を営む者の直系卑属
　　で、その農業に常時従事する後継者ではない

令和４年
１月１日
施行

Q農業者年金を知ったきっかけは？
A地域の農業委員さんから戸別訪問を受け、制度の説明を受けたこ
　とがきっかけです。
Q加入の決め手は？
A就農して4年が経ち、経営が安定してきたことと、農業者年金の
　魅力を知り加入を決めました。
Qどんなところに農業者年金の魅力を感じましたか？
A保険料の全額が、社会保険料控除の対象になるところです。
　将来の積立と聞くと想像しにくい部分が多いですが、毎年の保険
　料が控除の対象になるのは、とても魅力に感じました。
Q加入を検討されている方に一言！
Aまだ制度について知らない方も多いと思うので、一度地域の農業
　委員さんや推進委員さんに話を聞いてみてはいかがでしょうか。

…将来への備えだけでなく、節税対策に!

令和４年からさらに農業者年金に入りやすくなりました令和４年からさらに農業者年金に入りやすくなりました

今年加入さ
れた方に聞

きました！

今年加入さ
れた方に聞

きました！

若手農業者にこそ知ってほしい若手農業者にこそ知ってほしい
ここが魅力！農業者年金ここが魅力！農業者年金

日吉町で約70aの農地に黒豆や春
菊などの野菜を露地で栽培されて
います。

和
わ だ
田　貴

たかし
士さん（40）
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年金の受給時期の
選択肢が広がります

加入できる
年齢が65歳まで
引き上げられます

農業者年金（農業者老齢年金及び特例付加
年金）の受給時期の選択肢が広がります。
改正に伴い、農業者老齢年金については、

65歳から75歳の間で受給時期を選択すること
ができます。
また特例付加年金については、受給要件を

満たしていれば65歳以上であればいつでも受
給時期を選択することができます。

従来は20歳から60歳未満の方が加入の要件
となっていましたが、国民年金の任意加入者で
あれば、65歳の方まで加入できるようになりま
す。
ただし、加入できるのは通常加入のみ、60歳

に達した時点で再度、農業者年金への加入手続
きが必要となります。

農業者年金の加入要件

20歳 60歳 65歳

これまでの加入要件

国民年金第１号被保険者 国民年金任意加入者

令和４年
４月１日
施行

令和４年
５月１日
施行

国民年金の任意加入とは？

60歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たし
ていない場合や、40年の納付済期間がないため
老齢基礎年金を満額受給できない場合などで年金
額の増額を希望するときは、60歳以降でも国民
年金に任意加入をすることができます。（日本年
金機構ＨＰより）

加入者全員が受け取る年金で、受給開始から
亡くなるまで終身で受け取ることが可能です。
また80歳を前に加入者が亡くなられた場合
は、死亡された翌月から80歳になる月まで受
け取る予定であった相当額を「死亡一時金」と
して遺族に支給されます。

これまでどおり
繰り上げ受給を
選択できます

60歳

繰り上げ受給 改正後

65歳 75歳

自身で受給開始時期を選択
できます。（上限75歳）

老齢年金と合わせ
て繰り上げ受給を
選択できます。

60歳

繰上げ受給 改正後

65歳 年齢の上限なし

受給要件を満たしたうえ
で、受給開始時期を選択で
きます。（上限なし）

政策支援を受けられていた方で、以下の要件
を満たした際に支給される年金です。
①60歳に達した日の前日において20年以上の
　保険料納付済期間を有していること
②農業を営む者ではないこと（経営継承を完了
　している）
③65歳以上であること

農業者年金とは?農業者年金とは?
農業者老齢年金 特例付加年金

農業者年金加入のご相談については、地域の農業委員や農地利用最適化推進委員、または農業委員会事
務局までご連絡ください。☎0771-68-0067
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い
、
９
月
と
12
月
の
２
回
、
成
熟

し
た
実
が
自
然
に
落
果
す
る
の
を

待
っ
て
収
獲
を
さ
れ
た
そ
う
で

す
。将

来
的
に
は
、
果
実
を
安
定
し

て
収
獲
し
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム

な
ど
の
加
工
品
と
し
て
地
域
の
特

産
物
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
取
材
　
寺
尾
義
延
委
員
）

片
山
さ
ん
は
、
一
昨
年
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
の
栽
培
を
さ
れ
て
い
ま

す
。パ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
ト
ケ

イ
ソ
ウ
の
一
種
で
個
性
的
な
花
を

咲
か
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

栽
培
に
あ
た
っ
て
は
初
め
て
の

取
組
で
あ
っ
た
た
め
分
か
ら
な
い

こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
、
特
に

剪
定
の
仕
方
は
難
し
く
、
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
手
探
り
で
育
て

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
５
月
に
植
え
付
け
を
行

日
本
の
食
文
化
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
米
糀
（
こ
め
こ
う
じ
）
を
作
り

続
け
て
約
１
１
５
年
。

仕
込
み
室
（
む
ろ
）
の
中
で
は
、
蒸

し
た
白
米
に
種
麴
を
振
り
か
け
、
温
度

湿
度
を
厳
密
に
調
整
し
て
生
糀
を
仕
込

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
生
糀
は
、
味
噌
づ
く
り
醤
油
づ

く
り
な
ど
に
は
必
要
な
も
の
で
、
原
料

の
大
豆
と
生
糀
そ
し
て
作
り
手
の
気
持

ち
が
一
つ
に
な
っ
て
、
そ
の
家
々
の
美

味
し
い
味
噌
な
ど
が
出
来
上
が
り
ま

す
。

糀
を
買
い
に
来
ら
れ
る
お
客
様
か
ら

は
「
福
嶋
さ
ん
の
糀
で
美
味
し
い
お
味

噌
が
で
き
ま
し
た
！
」・「
生
糀
で
仕
込

ん
だ
甘
酒
、
と
て
も
美
味
し
い
で
す
」

と
の
評
判
も
良
く
、
遠
く
か
ら
も
糀
を

買
い
に
来
ら
れ
ま
す
。

「
福
嶋
こ
う
じ
や
」
で
は
、
生
糀
だ

け
で
な
く
、
赤
み
そ
・
白
み
そ
も
手
作

り
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
方
が
、
手
作

り
の
良
さ
を
求
め
て
買
い
に
来
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
取
材
：
波
部
尚
徳
委
員
）

（園部町大戸）

片山　勝彦さん片山　勝彦さん片山　勝彦さん片山　勝彦さん
地
域
の
新
た
な
特
産
物
づ
く
り

手
仕
込
み
糀
の
素
晴
ら
し
さ
を
今
に

まちかど通信まちかど通信まちかど通信地元で活躍されている方や農業に関する取り組み、
また、日々の生活に密着したまち情報をお伝えします！

（八木町八木）

福嶋こうじや福嶋こうじや福嶋こうじや福嶋こうじや

★京都信用金庫
八木支店
京都信用金庫
八木支店

福嶋こうじや
9

477

JR八木駅JR八木駅

●住　所：八木町八木鹿草99
●営業時間：9：00～19：00
●定休日：不定休
●ＴＥＬ：0771-42-2251

さわやかな酸味が特徴です！
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ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
で
素
敵
な
ひ
と
時
を

地
域
の
旬
を
味
わ
う

か
ら
も
来
店
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
売
り
上
げ
は
減
少
傾

向
で
す
が
、
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
出
品
さ

れ
る
生
産
者
の
方
々
と
、
新
鮮
な
美
山

の
野
菜
や
手
作
り
加
工
品
な
ど
を
喜
ん

で
下
さ
る
お
客
様
に
支
え
ら
れ
て
、
店

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

近
く
に
お
越
し
の
節
は
、
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

       

（
文
章
　
末
武
千
鶴
子
さ
ん
）

       

（
取
材
　
倉
内
　
裕
委
員
）

当
店
は
、
平
成
20
年
か
ら
地
元
住
民

８
人
の
「
美
山
蛍
愛
会
」
が
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

平
日
は
、
美
山
産
の
お
米
と
具
材
が

入
っ
た
「
美
山
の
こ
と
む
す
び
」
の
営

業
や
、
週
末
に
は
地
元
の
約
20
人
の
生

産
者
に
よ
る
野
菜
や
加
工
食
品
の
直
売

を
行
っ
て
お
り
、
少
量
、
多
品
目
の
農

産
物
で
す
が
、
生
産
者
の
「
生
き
が
い

づ
く
り
」
に
な
れ
ば
幸
い
と
し
て
い
ま

す
。
　

地
元
の
方
は
も
と
よ
り
京
阪
神
方
面

の
木
工
作
家
さ
ん
作
で
す
。
テ
ラ
ス
席
も

あ
り
、
自
家
栽
培
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
一

緒
に
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
楽
し
め
ま
す
。

ハ
ー
ブ
苗
の
他
、
多
肉
植
物
の
販
売
も

さ
れ
て
お
り
、
栽
培
相
談
も
で
き
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

（
取
材
：
井
上
雅
晶
委
員
）

日
吉
町
へ
４
年
前
に
移
住
さ
れ
た
保
木

本
幸
子
さ
ん
は
、
ハ
ー
ブ
苗
の
栽
培
が
お

仕
事
で
す
。
大
事
に
育
て
た
苗
達
を
実
際

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
自

宅
横
に
カ
フ
ェ
を
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

店
舗
は
元
々
納
屋
だ
っ
た
所
を
地
元
の

職
人
さ
ん
と
一
緒
に
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
」
（
古
い
物
を
よ
り
良
く
改
修
す
る
こ

と
）
さ
れ
ま
し
た
。
家
具
の
一
部
は
移
住

（日吉町四ツ谷）

ハーブGardenかしゅかしゅハーブGardenかしゅかしゅハーブGardenかしゅかしゅハーブGardenかしゅかしゅ

（美山町宮脇）

ふりーく〇おおまるふりーく〇おおまるふりーく〇おおまるふりーく〇おおまる

●住　所：日吉町四ツ谷東土１９
●営業時間：１０：００～１６：００
●営業日：土曜日、５のつく日
●公式インスタグラム：https://www.instagram.com/cachecache_herb/

●住　所：美山町宮脇篠田36
●営業時間：９：００～１４：３０
●営業日：土日祝日
●ＴＥＬ：0771－75－0228

★
岡
安
神
社

本
殿
岡
安
神
社

本
殿

四
谷
八
景

四
谷
八
景

龍森寺龍森寺

かしゅかしゅ

19

★

19

368

ふりーく〇おおまる

宮脇
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あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

日吉町　四
し か た

方　博
ひろし

さん

南
丹
市
に
お
い
て
、
シ
カ
・

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

集
落
や
個
人
で
電
柵
や
フ
ェ

ン
ス
な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
根
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
ず
、
頭
数
を
減
ら
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

そ
の
な
か
で
、
今
回
は
猟
師

と
し
て
、
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動

を
日
吉
で
さ
れ
て
い
る
四
方
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

四
方
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
や

近
所
の
猟
師
の
方
の
影
響
を
う

け
、
20
歳
で
狩
猟
免
許
を
取
得

さ
れ
、
同
時
に
猟
友
会
に
も
加

入
し
、
当
時
か
ら
有
害
鳥
獣
駆

除
に
も
参
加
さ
れ
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

狩
猟
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
（
猟
期
）
は
限
ら
れ
て
お

り
、
本
年
の
猟
期
は
11
月
15
日

か
ら
２
月
15
日
ま
で
で
し
た
。

四
方
さ
ん
は
、
９
ヶ
所
に
設

置
し
た
檻
と
銃
を
使
用
し
て
狩

猟
を
さ
れ
て
い
ま
す
。　

ま
た
追
い
出
し
に
必
要
な
猟

犬
も
ご
自
身
で
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
。　

今
期
は
現
在
（
取
材
日
１
月

15
日
時
点
）
シ
カ
10
頭
、
イ
ノ

シ
シ
１
頭
を
捕
獲
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

四
方
さ
ん
に
よ
る
と
、
以
前

は
80
㎏
以
上
の
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
頭
数

が
増
え
た
こ
と
で
一
個
体
が
全

体
的
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。有

害
鳥
獣
駆
除
に
は
、
年
間

20
回
近
く
参
加
さ
れ
、
日
の
出

か
ら
日
没
ま
で
山
を
駆
け
回
る

そ
う
で
す
。

現
在
四
方
さ
ん
が
も
っ
と
も

心
配
さ
れ
て
い
る
の
が
高
齢
化

に
よ
る
猟
師
の
減
少
だ
そ
う
で

す
。49

年
前
に
は
、
日
吉
に
70
人

近
く
お
ら
れ
た
猟
友
会
の
メ
ン

バ
ー
も
今
で
は
、
数
も
減
り
、

そ
の
な
か
で
銃
を
所
有
さ
れ
て

い
る
の
は
８
名
に
ま
で
減
少
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
有
害
鳥
獣
駆
除

は
園
部
、
八
木
、
美
山
の
猟
友

会
と
協
力
し
合
同
で
行
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

狩
猟
免
許
の
取
得
に
は
、
補

助
金
が
出
て
い
る
も
の
の
、
日

吉
の
猟
師
は
増
え
て
い
な
い
そ

う
で
す
。

四
方
さ
ん
は
、
農
業
を
さ
れ

て
い
る
方
や
こ
れ
か
ら
農
業
を

は
じ
め
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ

る
方
々
に
も
っ
と
地
域
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
農
業

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
狩
猟
免
許
の
取
得

を
し
て
ほ
し
い
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

（
取
材
：
前
田
利
治
委
員
）
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農地を住宅や工場などの敷地、農業用倉庫、資材置場、駐車場など、農地以外の用地に転換するこ
とを「農地転用」といいます。
なお、一時的に農地以外の用地として利用する場合も「農地転用（一時転用）」となります。
農地転用を行う場合、農地法に基づき、農業委員会を経由して都道府県知事の許可を受ける必要が
あります。
市街化区域内の農地を転用する場合は、農地法に基づく許可は不要ですが、農業委員会への届出が
必要です。
このとき、自身の名義の農地を転用する場合は、農地法第４条の手続が必要となります。
また、他人の名義の農地を購入したり、借りたりして転用する場合は、農地法第５条の手続が
必要となります。
それぞれの許可申請の要件には、農地区分による「立地基準」と、申請内容実現の確実性などを審
査する「一般基準」があります。

※許可を受けないで農地を転用した場合や、転用許可に係る事業計画のとおり転用していない場
合は、農地法に違反することとなり、工事の停止や原状回復などの命令がなされる場合があり
ます。（農地法第51条）
また罰則の適用もあります。（農地法第64条、第67条）

農地の転用を計画されている場合は、手続を進める前に、まずは地元の農業委員会委員や農業委
員会事務局にご相談ください。（農業委員会事務局：0771-68-0067）

農業委員会委員の担当地区について変更がありましたのでお知らせします。
以下のとおりに変更しますので、各申請の際は変更にご注意ください。（赤字の地区が今回変更
の箇所です。）

◆名　　前：杉
すぎもり
森　義

よしや
弥　委員

◆住　　所：園部町曽我谷中土井５
◆電話番号：0771-62-0409
◆担当地区：上木崎町、河原町、内林町、木崎町、瓜生野、熊崎、新堂、千
　　　　　　妻、曽我谷、船岡、高屋、大戸、熊原、佐切、越方

なるほど！なるほど！
知っ得メモ知っ得メモ

No

６
農地を農地以外にする場合は、農地を農地以外にする場合は、
農地法による手続が必要です！農地法による手続が必要です！

南丹市農業委員会　担当地区変更について南丹市農業委員会　担当地区変更について
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委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅

令和3年12月24日、南丹市農業委員　野村健氏が逝去され

ました。（享年76歳）昭和59年7月から農業委員として地域

農業の発展にご尽力いただきました。生前のご功績を偲び、

心からご冥福をお祈り申し上げます。

訃

　報

◆
広
報
委
員
会

谷
口
　
定
己

川
勝
　
芳
明

　杉
森
　
義
弥

辻
田
　
榮
治

寺
尾
　
義
延

内
藤
　
　
彰

内
藤
　
政
博

　川
勝
　
　
清

小
早
川
健
一

橋
本
　
治
樹

波
部
　
尚
徳

　井
上
　
雅
晶

前
田
　
利
治

　梅
津
　
義
明

倉
内
　
　
裕

藤
原
　
忠
司

三
﨑
　
正
子

も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
他

に
も
小
麦
粉
ア
レ
ル
ギ
ー

の
方
に
も
安
心
し
て
お
召

し
上
が
り
い
た
だ
け
る
加

工
品
の
開
発
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。マ

ル
シ
ェ
の
開
催
日
に

つ
い
て
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
随

時
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
登
録
い
た
だ

き
、
マ
ル
シ
ェ
に
訪
れ
て

み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

  （
取
材
：
川
勝
芳
明
委
員

　
　
　  

橋
本
治
樹
委
員
）

Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
マ
ル
シ
ェ

は
（
有
）
朝
日
製
粉
所
主

催
で
、
令
和
２
年
夏
か
ら

月
１
回
開
催
さ
れ
て
い

る
、
地
域
密
着
型
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

南
丹
市
の
農
家
さ
ん
を

始
め
、
亀
岡
市
か
ら
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
京
都
市
内
か

ら
フ
ラ
ン
ス
人
の
パ
ン
屋

さ
ん
な
ど
も
出
店
さ
れ
て

い
ま
す
。

お
客
様
は
子
育
て
世
代

の
方
も
多
く
、
地
元
の
新

鮮
な
お
野
菜
や
、
無
添
加

の
加
工
品
な
ど
も
注
目
度

は
高
い
で
す
。

朝
日
製
粉
所
で
は
米
粉

や
餅
粉
以
外
に
も
、
米
粉

を
使
っ
た
パ
ン
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
や
う
ど
ん
な
ど

豆
、
そ
ら
豆
、
色
々
な

漬
物
が
売
ら
れ
て
お

り
、
話
を
聞
い
て
い
る

と
作
り
手
に
は
勉
強
に

な
り
う
な
づ
く
こ
と
も

多
い
。

骨
董
品
も
面
白
く
、

70
年
も
の
長
い
間
忘
れ

て
い
た
玩
具
も
あ
り
、

つ
い
手
に
取
り
子
ど
も

の
頃
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
。

「
今
日
の
テ
ン
ト
は

少
な
い
が
千
を
超
え
る

年
も
あ
っ
た
」
と
あ
る

店
の
店
主
は
言
う
。

帰
り
際
、
「
来
る
年

も
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
」
手
を
合
わ
せ

て
東
寺
を
後
に
し
た
。

年
の
瀬
、
久
し
ぶ
り

の
小
春
日
和
に
背
を
押

さ
れ
東
寺
に
向
か
っ

た
。弘

法
大
師
の
月
命
日

に
開
催
さ
れ
る
縁
日
を

師
走
は
「
終
い
弘
法
」

と
呼
ば
れ
多
く
の
人
が

年
末
年
始
の
食
材
や
飾

り
物
を
求
め
て
賑
わ

う
。門

前
か
ら
並
ぶ
テ
ン

ト
を
横
目
に
、
大
提
灯

の
あ
る
南
大
門
を
く
ぐ

る
と
正
面
の
金
堂
が
目

に
入
る
。
お
参
り
を
済

ま
せ
る
。
参
道
の
両
脇

に
は
、
参
拝
客
が
そ
れ

ぞ
れ
お
目
当
て
の
品
を

求
め
て
談
笑
し
て
い
る

の
が
目
に
つ
く
。
黒

〜
終
い
弘
法
〜

し
ま

こ
う

ぼ
う

一昨年の美山は暖冬でしたが、昨年12月の初雪から大雪となり、寒い日々が続いています。雪が積もれば子供たちは大
喜びです。美山町向山（むかいやま）では集落をあげてゆずの栽培を行っています。12月の収穫時期は皆さん総出で収穫
され、近くの店に販売されています。ゆずの栽培を通して向山の人達のつながりが深くなりました。（倉内　裕委員）

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
マ
ル
シ
ェ
（
八
木
町
八
木
）

　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらで、地域ならではの魅力的な取り組み
がされています。
　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

旅人：谷口定己 委員

★

JR八木駅JR八木駅 京都信用金庫
八木支店
京都信用金庫
八木支店

9

477

ＡＳＡＨＩマルシェ
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